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第1980回例会
例会場：ホテルキャッスル 司会進行（SAA）：渋谷　一男君
点　鐘：PM12：30　川合　賢助 会長 ロータリーソング：「国歌」「四つのテスト」

― クラブのこれからの展望 ―会長挨拶
　2012～2013年度、私共のテー
マは「40年を節目に原点回帰  ゆとり
をもって新たにスタート」です。第
42代目という歴史と伝統を誇る南
ロータリークラブ会長は、正に重責そ
のものです。

　去る1月29日に10名のパスト会長から、クラブのあり
方について創造的なご意見を頂きました。例えば、クラブ
の運営と親睦の観点からみた適正規模の会員数について。
かつて国際奉仕とりわけクラブの看板として青少年交換事
業を継続してきたのでしたが、社会的、国際的な諸事情か
ら、昨今、米山奨学生の派遣、受け入れにシフトせざるを
得ない状況に変わったこと。姉妹クラブである中津クラブ

との交流はお互いの宝として大事に引継いでいくこと。会
員の年齢層に幅ができよく機能していること。武田和夫ガ
バナーが誕生した時のクラブ組織の充実、まとまりは大事
業で大仕事がゆえ培われたと将来のいい教訓、自信となっ
ていること。等等、これらの中からクラブ創立50周年に
向けて新たな展望を構築していきたいと考えています。
　それから本日は新世代奉仕委員会の事業として県内ス
キー少年団へスキートレーニング用ショートポールの寄贈
式を行います。大久保委員長のご苦労でスキーチームの
リーダー（先生）伊東秀人氏へ支援することになりまし
た。青少年がスポーツを通じて健全に成長して下さること
を念願しています。ありがとうございました。

2013-２／５（火）天気（晴れ）

1.　来週12日の例会は、世界理解月間ということで、国際奉仕委員
会主催でクール・ジャパン山形版と題して３名の外国人女性を招
いて行います。多数の会員の皆様の出席お願いいたします。

2.　３月２日㈯パレスグランデールで行われます第5ブロックI・M
の出席確認が来週12日となっております。まだ、提出なさって
いない会員の方は早めに提出お願いいたします。

3.　今月のロータリーレートは１ドル88円です。
4.　本日、例会終了後、理事会をこの会場で開催いたしますので理
事の方は出席お願いいたします。以上

幹 事 報 告 金田　亮一 幹事
親睦活動委員会　金井　和義 君
　２月の会員誕生日は、三沢寛君、齋藤源
七君、長谷部成昭君の３名です。
　新世代委員会　大久保章宏委員長
　今年度の委員会のプログラムとして40周年記念事業に沿うような
形で未来の子供たちを育成する為になにかできないかと検討した結
果、蔵王スキー場でトレーニングを行っているS4というチームにス
キーのポールを寄贈することとなりました。
　ニコニコBOX　伊藤　　誠 君
　松田　勝彦 君　山形中央高校甲子園出場。よろしくお願いします。
　三沢　　寛 君　誕生日のお祝いありがとうございました。
　金田　亮一 君　田中先生にはお世話になっております。
　鈴木　政康 君　スキーで娘がお世話になっております。
　大久保章宏 君　ひとつの今年度の事業が本日で終了しました。
　伊藤　　誠 君　先週3回目の蔵王に行って参りました。

委員会報告

ZAO S4コーチ
伊東　秀人 様へ
川合会長より目録の贈呈。



本日出席・前回修正出席
出席率100％ありがとうございました。引き続きご協力お願いします！

会員総数
本　　日

前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

５ ３ 名

５ ３ 名

３ ７ 名

４ ６ 名 1 0 0 ％４ ６ 名

他クラブで
メークアップ
された会員

布施　富将君 今日の つぶ きやつぶ きやつぶ きや

和食のあとは
コーヒーより
お茶が良いのでは
ないでしょうか?

（山形中央）相沢そのみ　　寺崎　利彦
（山 形 東）相沢そのみ　　鈴木　利明　　阿部　　薫　　太田幸一郎
　　　　　　坂入　文人
（山　　辺）武田　秀則
（中　　山）武田　秀則

ゲスト卓話

　日本の茶の湯は（729年）が僧100人を内裏に召し、第一日は
を講ぜられ、第二日に行茶の儀をなしたのが我が国のとして最
も古いものとされております。
　行茶は遣唐使が彼の地の風習の一つとして我が国にもたらし
たもので、書院（真の座敷）の茶と称されるものでした。特徴
はの道具にを投じて主人のを誇るところに繁栄し、限られた人
達の間で行われておりました。
　室町時代、とその弟子村田珠光(1423～1502)によって『書院
茶』と『侘び』『寂び』の現在の茶道の原型が定められ行の座
敷の茶を開山しました。その後、武野紹_(1502～1555)が侘び
の茶を唱えて武人数寄者を育て、戦国武将の茶道流行の基盤を
作り、その弟子(1522～1591)は『和敬清寂』をとした侘び茶を
重んじ草庵茶室を作り草の茶を樹立しました。
　薮内流の流祖薮内剣仲（1536～1627）は武野紹鷗の弟子で
千利休とは兄弟弟子でした。剣仲は紹_の一字紹を譲られ紹智と
改めましたが、紹_が亡くなり、兄弟子の千利休より台子皆伝を
受け藪内流を起こしました。
　また、利休の仲人により古田織部の妹を娶り、しばしば古田
織部と茶事を行って楽しんでいたと記録に残っております。
　千利休も藪内剣仲も武野紹鷗の弟子でありましたので、茶道
のお点前も同じでしたが千利休は草庵の茶に重きを置き、お点
前の作法に様々な工夫をし三千家（表、裏、武者小路）の祖と
なりました。
　藪内流は今なお書院の茶をもって古流の姿を最も保っている
流派と言われ、利休以前の茶系であることを示すことから古儀
茶道薮内流と称しております。
　千家と藪内流の大きな違いは、藪内流は帛紗を右側に付ける
ことです。作法も武家茶と言われる様に男性的です。武士に
とって左側は刀を差す神聖な場所ということで帛紗は右側に付
けます。
　帛紗は点前帛紗と出し帛紗、古帛紗があり、お点前をするとき
にお道具などを清めるのが点前帛紗で女性は赤、朱色を男性は紫
を用います。また炭点前や香合を飾る時には黄帛紗を使います。
　出し帛紗は濃茶の時に茶碗を乗せてお茶を頂いたり、お道具
を拝見する時に用います。
　流派によって好みの模様があったり、正倉院にある織の模様
や、歌会始めのお題に因んだ模様や干支に因んだ模様などがあ
ります。
　古帛紗は藪内流では使いませんが他流ではお茶を水屋から点
ててお出しする時に、お客様にお持ちするお茶碗を乗せてお運
びします。
　よく「お茶会に呼ばれても茶碗を何回回すのかわからない
し、作法も知らないので窮屈だ。」とおっしゃる方がおられま
すが、お茶をお出しする時は、お茶碗の正面をお客様に向けて

出しますので、出された方は正面を外す様に遜って回し、お茶
を頂きます。
　お茶碗を回す回数は流派によって違いますが、藪内流は正面
を避ける程度に一回回します。
　またお茶碗は模様のあるものと無いものがありますが、ご自分
に向けられている所が正面だと思って結構です。飲む回数も三口
で飲むのか、三口半なのかと聞かれますが、藪内流は大服（量が多
い）なので、何口で飲んでもその方の回数で構いません。
　ただ、濃茶の場合は三口頂き、飲み口を懐紙で清めてから次
の方に渡しします。作法に囚われてお茶を頂くのではなく、ご
自分が美味しくお茶を頂くことが一番ですが、相手の方に失礼
の無い程度の礼儀は心得ておいて頂きたいと思います。
　お茶会に招かれて、男性ですと大抵一番上の席（正客）にと
言われますが、薄茶席ではこの様にお正客の座る位置に煙草盆
が置いてありますので、そこを避けてお座りになるとよいと思
います。自信の無い方は一番目と末席は避けられた方がよろし
いと思います。
　茶席に入られたら、床の間を拝見します。茶道は総合芸術文
化と言われます。床の間には軸、花、香合が飾られています。
まず軸を拝見し、花、花入れ、香合を拝見します。
　次に点前座に行き、お道具、風炉釜を拝見します。茶道をた
しなんでいなくても、お茶席でこの順序でいけば恥をかくこと
はありません。お茶会の楽しみの一つには、お道具等を手に
取って見られる事や会話の楽しみがありますが、一日かけて
ゆっくりと、お茶（濃茶、薄茶）や食事（懐石）、お酒も頂き会
話も楽しむお茶事があります。大寄せの茶会と違った雰囲気
で、少人数でお茶事が出来る様になると、招く方も招かれる方
も、茶道が楽しくなり、一人前と見られます。
　藪内流のお話に戻りますが、藪内家の家憲は『正直を以て心
を守る、清浄を以て事を行う。礼和を以て人と交合い、質朴を
以て身を修める。』を略して「正直、清浄、礼和、質朴」を流儀
のとしており、日常生活の規範としています。
　また、千家は京都の上京区にあり、藪内流は下京区にあるこ
とから、千家を上流、藪内流を下流と呼ばれています。
　寛永17年（1640年）二代真翁が西本願寺の師家として西本願
寺の門前に迎え入れられ現在に至っています。
　また、八代真々斎（1791～1869）は皇女和宮様が徳川家に
御降家される折、茶道師範を務めました。
　山形における藪内流の茶道は昭和24年11月に私の父佐々木仁
一と岡坊州氏が「山形竹風会」を設立し現在に至っております。
　結びに、山形南ロータリークラブ会員皆様のごと山形南ロー
タリークラブ様の益々のご発展をお祈り申し上げます。
　ご清聴ありがとうございました。

副支部長　田　中　英　子氏
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古儀茶道薮藪内流竹風会山形支部


